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　「オーイ煙草！」 。車道を挟み、反対側の歩道で小売商いをしている女性に対して、筆者側にいる路上喫茶店の女性店主が呼びかけた。客が一服所望したのだ。すぐ近くに横断歩道がある。向こう側の女性は歩いてこちらに渡ってくるだろうと思っていると、やおら右腕を空に向かって突き上げた。 「え？」 。同 は腕を思い切り振り下 した。見事なオーバースロー。煙草の箱は車道に広がる多く 自動車、バイク、自転車の頭上を越えて、無事にこちらに着地 た　暑さの続くホーチミン市中心街に位置するこ










七月の南部仏印進駐を経て、一九四五年三月九日に「明号作戦」発動 よる仏印武力処理を行った日本も、同作戦発動後、こ 「建物」の主となった。そして同年七月、日本軍庇護の下、グエン朝のバオダイ帝により首相に指名されたチャン・チョン・キム政権に引き渡され 。同年八月、 「日本軍、連合国に降伏」と 情報を受けて、イ ドシナ共産党の指導下にベトミンが蜂起する八月革命が起き 「建物」も接収されて、南部暫定行政委員会、後に南部人民委員会として使用される。その後ポツダム協定 基づき、北緯一六度線を境にベト ムは南北に分断され、一六度線以北には中国国民党政府軍、以南にはイギリス軍が進駐する。これにともない、 「建物」は同年九月一〇日にイギリスに引き渡される。しかし、九月下旬、イギリス 支持を受けたフランスが再侵略を開始す フランスは一九四六年三月六日にベトナム民主共和国側と予備協定を結ぶ一方で 南部にコーチシ
ナ共和国を樹立し、同政府の居所として「建物」を使用する。同国は、一九四九年六月にフランスの後押し 受けて形式的にベトナム全土を統一したベトナム国に併合される。　
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高裁判所として「建物」は使用された。一九七五年四月三〇日にサイゴンが陥落し、ベトナム戦争が終わる。翌年 は現体制が形づくられ、ほどなく「建物」は博物館 して使用されることが決まった。一九七八 八月一二日にホーチミン市革命博物館とされ、一九九九年 二月一三日にはホーチミン市博物館 改称されて、現在に至る。　
今では館内に入ると、新婚カップルが記念撮
影をしていることも。諸行無常 「建物」はベトナムの人々の歩みを静かに見つめている。（てらもと
　
みのる／アジア経済研究所
　
前在
ベトナム海外研究員）
